
背景・目的・事業概要

事業スキーム

◯現在の避難指示解除準備区域、居住制限区域の住民は、今後指定解除が進み、これまで以上に高い線量の区域に帰還することが可能となる。
帰還後の健康影響に係る情報の一つとして帰還した住民及び帰還を希望している住民等に個人線量計を配布し外部被ばく線量を把握していた
だくとともに、ホールボディカウンタで内部被ばく線量の測定を行い、帰還地での被ばく線量を把握する。

◯また、平成２６年度から平成２８年度までの３年間に行った避難住民の被ばく線量を活用することにより、被ばく線量の分類・整理を行う。

期待される効果

原子力被災者の健康確保に万全を期すとともに、健康不安の解消を図る。

平成25年度予算
○○百万円

平成27年度要求額
億円
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住民の個人被ばく線量把握事業 平成29年度予算（案）
398百万円（419百万円）


